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三言2 出来ごと三二三苧

2月

の

ど
で
、
体
の
抵
抗
力
が
弱
っ
て
い
る
注
．

暑

号

の

こ

と

も

あ

り

ま

す

。

＇

'
お
し
ら
せ
|
|
|
」

玉
平
部
落
の
丸
川
吉
高
さ
ん
は
、
さ
き
~

こ
に
亡
く
な
ら
れ
た
、
ご
尊
父
福
太
郎
さ
ハ

ん
に
お
く
ら
れ
た
香
典
を
社
会
福
祉
事
[

l

、
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

•
い
て
行
政
庁
曹
系
統
団
体
等
多
数
が
参
]
来
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
金
四
~

加
＂
喜
多
地
方
に
於
け
る
林
政
の
推
進

F

万
円
也
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
附
さ
れ

こ

：
林
業
の
振
興
を
期
し
大
会
が
開
催
さ
れ
玉
{
し
た
O

！リ軋
．
ま
し
た
が
、
そ
の
席
上
大
会
長
よ
り
次
五
四
議
会
で
は
こ
れ
を
基
金
に
加
え
社
会

の
方
が
林
業
功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
]
福
祉
の
た
め
有
効
に
使
用
し
、
福
太
郎

去

る

一

月

五

日

死

去

さ

れ

た

前

消

防

け

た

。

ぎ

ん

の

ご

遺

志

に

報

い

た

い

と

言

っ

て

汀
戸

[
i
i
J
i
T

〗
彗
育
林□+
[
労
者
堀
川
広
衛
い
る

0
”

月
五
日
県
庁
知
事
室

VC
お
い
て
久
松
知
[
椎
茸
生
産
協
業
功
労
者

小

藪

畑

野

野

常

一

し

事
よ
り
令
息
山
内
三
郎
氏
に
伝
達
さ
れ
．

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
．

尚
故
山
内
福
平
氏
生
前
の
御
意
志
に
＇

よ
り
消
防
施
設
の
一
助
に
と
弐
万
円
の

御
寄
付
を
い
た
だ
含
ま
し
た
°
厚
く
御

＿
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

4日 少年式除稀式（中学校）
7日 米生産調整協議会
” 消防団後援会役員会
9日 日本赤十字奉仕団（肱川分区）総会

肱川中学校校庭）
価会開催

長会開催
2 6日 乳幼児検診
2 7日， 養蚕組合婦人部会開催
2 8日 国保運営協議会

去
る
二
月
十
八
日
大
洲
市
民
会
館
忙
於

堀
川
・
沖
野
両
氏
林
業

功
労
者
と
し
て
受
彰

予
子
林
農
協
横

午
後
一
時
ー
ニ
時

中
津
集
会
所

午
後
二
時
三
十
分

l-l
一時

愚
四
月
―
―
―
日
（
金
曜
日
）

大
谷
小
学
校
下

平
前
九
時
ー
十
時

岩
谷
小
学
校
下

午
前
十
一
時
ー
十
二
時

鹿
野
川
役
場

午
後
一
時
ー
三
時

◎

登

録

手

数

料

金

三

0
0円

◎

予

防

注

射

科

金

二

六

0
円
'
"

◎
登
録
に
印
鑑
が
必
要
で
す
の
で
必

ま
つ
げ
の
根
元
に
化
膿
菌
が
は
い
っ

て

う

み

を

も

つ

一

種

の

装

で

き

、

正

し

ら

ず

御

持

参

下

さ

い

。

[

'

.

.

く

は

麦

粒

種

と

い

い

ま

す

。

"

]

尚

、

昭

和

四

十

五

年

度

四

月

か

ら

不

い

ま

ご

ろ

で

き

や

す

い

の

は

、

ほ

こ

＇

用

犬

買

上

げ

を

行

な

う

こ

と

に

な

り

注

．
I
I
-

八

＿

二

人

が

死

鋤

り

っ

ぽ

い

風

と

関

係

が

あ

り

芍

す

°

髪

し

た

の

で

、

毎

月

オ

ニ

月

曜

日

と

オ

ニ

／
火
曜
日
午
前
中
ま
で
に
役
場
ま
で
引
出

七
億
三
千
万
円
が
灰
II

の
毛
を
長
く
し
て
い
て
、
そ
れ
が
顔
の

．
 

．
 
昭

和

四

十

四

年

中

に

起

き

た

県

内

で

方

に

た

れ

さ

が

る

若

い

人

に

よ

く

で

き

．

三

、

出

張

衛

生

相

談

：

し

て

下

さ

い

。

オ

ニ

火

曜

日

は

午

前

中

．
の
火
災
は
八

0
六
件
、
一
日
二
件
強
、
や
す
い
0

:

四

月

三

日

森

部

落

．

し

か

受

付

け

ま

せ

ん

の

で

、

午

前

中

に

約

二

百

万

円

が

毎

日

毎

日

灰

に

な

っ

た

厄

こ

り

風

に

運

ば

れ

て

き

た

細

菌

が

四

月

七

日

白

石

部

落

．

引

き

出

し

て

下

さ

い

。

．
買
上
げ
料
金
は
次
の
通
り
で
行
な
い

こ

と

に

な

る

°

髪

に

つ

き

、

そ

れ

が

ま

ぶ

た

の

と

こ

る

[

四

月

十

五

日

敷

水

部

落

0

に
ふ
り
か
か
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
[
•
ま
す
。

地

区

別

で

は

、

東

予

が

ト

ッ

プ

で

、

り

眼

科

医

に

か

か

っ

て

手

当

て

を

受

け

飼

い

＋

〈

の

登

録

と

.

.

，

◎

成

犬

二

0
0
百

◎

仔

犬

l
o
0円

中
予
急
南
予
の
誤
0

'

れ
ば
一
週
間
く
ら
い
で
、
す
っ
か
り
元
・

．
建
物
火
災
が
非
常
に
多
く
、
死
傷
者
通
り
忙
な
り
ま
す
が
、

l

度

で

き

る

と

予

防

注

射

の

実

施

予

犬

は

生

後

三

ヶ

月

ま

で

の

犬

、

）
 

[

成

犬

は

生

後

三

ケ

月

以

上

の

犬

．
の
増
加
し
た
の
が
特
徴
。
~
た
び
た
び
で
き
や
す
く
な
る
の
で
注
意
．

0

[

が

必

要

で

す

。

．

昭

和

四

十

五

年

度

の

面

犬

の

登

録

と

．

◎

畜

犬

は

、

県

取

締

条

例

に

よ

9
年
一
回

原
因
の
ト
ッ
プ
は
タ
バ
コ
で
、
二
位
再
発
を
防
ぐ
忙
は
、
全
治
し
た
と
思
ぃ
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日
程
に
よ
り
＇
の
登
録
と
年
二
回
の
狂
犬
病
予
防
注
せ
ん
。

ラ
イ
ク
ー
、
つ
い
で
ク
キ
~
っ
て
も
医
師
が
い
い
と
い
う
注
で
治
療
＇
実
施
致
し
ま
す
の
で
、
犬
の
所
有
者
は
射
を
受
け
な
け
れ
ば
な
げ
ま

＇
は
マ
ッ
チ
、

．
火
、
火
遊
び
が
ぐ
ん
と
増
え
て
い
る
の
．
を
受
け
る
こ
と
、
ょ
ど
れ
た
手
で
目
を
・
必
ら
ず
登
録
と
予
防
注
射
を
受
け
て
下
．
畜
犬
所
有
者
の
方
は
必
ら
ず
、
登
録

[
と
予
防
注
射
を
受
け
て
下
さ
い
。

し
、
清
潔
に
い
が
・
さ
い
。

し
が
目
に
つ
く
。
~
こ
す
ら
な
い
よ
う
忙
ー

'
◎
犬
は
つ
な
い
で
飼
っ
て
、
人
に
迷
惑

[
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
身
の
ま
わ
り
の
り
け
る
こ
と
で
す
0

.

'

i

◎

日

程

◎

を
か
け
な
い
よ
う
、
放
し
飼
い
の
犬

ニ
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
、
一
人
一
人
の
中
年
す
ぎ
の
人
で
く
り
返
し
で
き
る
~
魯
四
月
二
日
（
木
曜
日
）

~
中
居
谷
集
会
所
は
固
く
取
締
り
き
す
の
で
、
必
ら
ず

ぃ
し
た
注
意
で
火
災
は
未
然
忙
防
ぐ
人
は
糖
尿
病
の
疑
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

•
一
寸

・

午

前

九

時

ー

九

時

三

十

分

つ

な

い

で

飼

っ

て

下

あ

い

。

と
と
が
で
き
る
こ
と
を
自
覚
し
た
い
。
一
度
尿
の
検
査
を
受
け
て
み
ま
し
ょ

町
衛
生
係

う
0

貧
血
、
偏
食
忙
よ
る
栄
姜
障
害
な
~

／
 

四
十
四
年
中
の

県

火

災

行

町

l 6 
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社
会
福
祉
事
業
へ
の

附

役
場
会
議
室

該
当
者
生
後
ニ
ケ
月
ー
十
ニ
ヶ

月
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
。

そ
の
他
希
望
者

二
、
妊
婦
検
診
並
び
に
妊
婦
食
調
理

講
習
会

日
時
及
び
場
所

三
月
二
十
三
日
、
午
前
十
時
よ
り

調
理
実
習
。

午
後
一
時

l
＝
一
時
ま
で
妊
婦
検
診

役
場
会
議
至
。

日
時
及
び
場
所

三
月
二
十
六
日

午
後
一
時
ー三
時

正
山
小
学
校

午
前
十
時
ー
十
時
三
十
分

宇
和
川
集
合
所

午
前
十
時
四
十
五
分

l
+
1
時

三
十
分

南
海
収
送
ラ
ジ
オ
月
曜
と
土
曜
日

A
M
九
時

0
0
l九
時
五
五
分
を

閣
い
て
下
さ
い
0

爽
球
の
し
を
り

加
盟
店
肱
川
誌
励
ス
ト
ア
ー
で
参

加
面
品
五

0
0円
の
買
上
げ
ご
と

に
抽
選
券
を
進
呈
毎
月
抽
選
で
左

記
の
頁
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

已吾日

時

計

付

ラ

ジ

オ

五

名

三
百
円
の
賞
品
券
五
八

0
名

．
◎
参
加
商
社

，
ハ
ウ
ス
食
品
日
清
食
品
ペ

，
プ
シ
コ
ー
ラ
太
洋
漁
業
味

の

素

明

星

底

品

森

永

製

巣

餐

蚕

部

一
、
肱
川
町
稚
奎
共
同
飼
育
所
着

工
擬
業
構
造
改
菩
事
業
と
し
て
冷

版
房
自
動
給
桑
機
つ
き
完
全
自

動
化
さ
れ
た
施
設
が
予
子
林
に

三
月
末
完
成
を
目
標
に
工
事
が

急
ピ
ッ
チ
に
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
が
完
成
後
に
は
町
内
全
掃

立
量
を
共
同
飼
育
で
き
る
予
定

で
す
。

二
、
春
肥
の
増
投

春
肥
の
施
肥
時
期
で
す
。
早
く

施
肥
を
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
0

繭

価
も
好
況
の
よ
う
で
す
0

春
肥

を
増
投
し
て
春
蚕
の
繭
増
産
に

そ
な
え
ま
し
ょ
う
。

三
、
春
蚕
の
蚕
種
°
蚕
具
の
申
込

伽
立
準
備
を
す
る
時
期
に
な
り

ま
し
た
0

計
画
的
な
掃
立
に
よ

り
全
桑
繭
化
を
は
か
り
ま
し
ょ

う
。

県
下
最
大
七
十
五
店
の
農
協
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
お
く
る
奥
様
の

し
お
り

購

買

部



献 立

曜日

ノ＜ン

名

生匙
肉うどん

黄の食品

でんぷん。しぼう

働く力ゃ体温になる
~ ~ 

（パン）

うどん

うどん

赤の食品

たんばく

血や肉や骨

（牛乳）

牛肉嶋ちくわ

ちくわ

スパゲッティ魯油

マカロニ’攀じゃかいも

マヨネーズ

豚ひき肉Rたまご

脱脂粉乳

スモークミート

紛チーズ

油

1 7 べんけいたま

金たれみそしる

2 0 やきそば
月・

2 1 ぜんざい

火 くだもの

22 好きやき風煮

水

2 3 ぉひたし

木 ホイップそL二仝
24 カレーシチュー

金 （あげバン一小学生のみ）

2 7 きつねうどん,.: 
月

、;.l
と

ライ じゃ力いも象油

。油

2ェニニニ:
3 0 チャンポン

小麦粉鋤

さとう

じゃがいも會マカロニ・l牛肉

閂ま

たまねきT こんにゃ

もやし

さつまあげり花かつおほうれん草。

か芍ぽこ キャベツ

じゃがいも＂マカロニ豚肉 にんじん鬱たまねぎ

油。さとう りんご

うどん 油あげ，かま院こ にんじん尊たまねぎ

ねぎ

にんじん＠たまねぎ

Rたまご

豚肉

みどりの食品

かいぶん。ピクミン

体の調子をよくする

にしじん籟たまねぎ

ねぎ
~ ~ ~ ~ 

にんじん¢キャベッ

ねぎ

にんじん舎たまねぎ

キャベッ“レーズン

してんじん。キャベッ

レーズン魯みかん

にんじんヽ

グリンピース。わかめ

Vこんじん亀キャベッ
わかめ晦ねぎ

匠んじん。たまねぎ

キャベッ。ねぎ

くだもの

キャベッ

にんじん

ねぎ

キャベツ

熱量カロリー

たんばく質 g 
小学」中学―
百一

2 3.6 

ロ
□□: 8 6 o I 1,064 
2 3. 7 l 2 9. 2 
6721 875 

2 4. 0 3 0知 1
6 3, ．81 2 

2 6. o I 3 3. 2 

7 2,09 -'1:::' 

2 2.2 2 8. 1 

718 I'906 
2 3.8 ◆ 3 0. 3 

7101 883 

2 3.3 I 3 o. 6 
T l. 0 3 3 
2 6. 8 I 3 4. 3 
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4 5  1日1目 肱川士場木材相場表

◎

重

2, 正しい横断の励行

([)歩行者保護の徹底

3， 飲酒運転の追放

月日I曜
・ら

4月 6日1月

II 7日I火

．ヽ，

A

- 提出して

みんなで実践しよう

し通報しよう。

II 1 1日土 さない

11 1 2日 日 やめ

よう

If 3日 1月 1道路右側端C歩道のあるところは l安全な遼席 しよ

歩道）を通行しよう。

11 1 4日火 いようにしよう

“1 5日水 交通安全の実行を反省し，正

ひのき lまつ Iその他

心口l:；二二三：
11 1 O日 金スビード違反無免許i 酒酔い運転な

叩 ザッパルプ
1.5m.....,2.lm 

未口6傭以上
1.9円20銭

。交通安全県民総ぐるみ運動愛媛県本部鴫

肱川町交通安全推進協議会

4 Tll i 7虚下 80 
8”上 65

l l I 12 " I 60 
16 n I 60 

4. 20¥ 30 II I 65 
3.o I 7 下 60
l I 8 上 49
13 11 I 79 

3. 2 I 16 11 I 70 
2.0 I 7 下あ
l 8 -1:: 22 

" I 32 
2点1I 30 "図
4,o l 12上 15
a. o l 13 J: I 8 
足場 1叫寸

， 本表は肱川町内の自動車土場の価格です（オ当り）

故に運賃や市場手数料など差し引いたものです゜

出荷量少く，相場はやや持ち直し， 4.O Om中目材

などわずかに値上りを見る。

68110105130-6153160133-25 

松パルプ

L5m~2.1m 

35 I 
未口6零止
泌円30銭

松箱代

2 9円～
3 2円

乾しいたけ相場表

しいたけ共同販売所に於ける 相場

1，入札月日 S 4 5.3. 1 0 
2, 入札箱数 6 3 5点 l 2,3 5 O樗

3, 価 格 高値 3,810 平均 2,51も一卜＇

(1K当り） 気直 1貞110

4、概 要 全般に弱保合
ジャミは1.30 0,_, 1,5 0 0円中心で下り
ドンロは2,2 0 0 ~ 2, 3 0 0円中心
香信は2,7 0 0から上物は3900~3.800円
次回市は3月17日ですし）



□) 

で
す
が
、
穂
木
の
少
な
い
場
合
忙
は
、
販
売
部
命
二
和
四
四
年
厖
米
売
込
実
級
毎
年
行
な
っ
て
お
り
ま
す
た
け
の
こ
の

・

一

芽

腹

接

ぎ
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